主観と客観のギャップから始まる地域循環型フレイル予防
〜薬局が支える健康寿命延伸プロジェクト〜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和田　憲周　　原田　和美
【背景・目的】2016年に開始された健康サポート薬局制度では、地域住民の健康維持・増進への主体的関与が求められている。一般社団法人泉州メディカの全８薬局は健康サポート薬局の届出を行っており、健康サポート薬局の活動として、2025年度より、地域住民参加型健康イベント「健康いきいきプロジェクト」を立ち上げ、フレイル予防を通じた健康寿命延伸と地域の子どもの支援を目的に開催している。本報告では、フレイル予防調査における主観的評価と客観的評価の乖離に着目し、その途中成果を検討した。
【方法】対象は当法人薬局利用の60歳以上の地域住民とした。参加者には①自己認識アンケート（基本チェックリスト・簡易フレイルリスト・日本版CHS基準）、②フレイル講義、③体組成・握力・歩行速度測定を実施し、結果は後日薬局で個別返却・生活習慣指導を行った。さらに参加者1名につき500円を地域の子ども食堂等へ寄付し、高齢者の健康づくりが次世代支援へつながる地域循環型の活動として実施した。
【結果】2025年4～12月に6回開催し80名が参加。「健康に不安なし」と回答した参加者でも握力低下や歩行速度遅延が認められ、主観的評価と客観的評価の乖離が確認された。一方、測定値が良好でも「体力低下を感じる」と回答する例もあり、過度な不安の是正や早期からの予防活動への実施にもつながった。
【考察】フレイルは自覚しにくく、主観評価のみでは見逃しや過小・過大評価が生じうる。健康サポート薬局が地域の身近な健康支援拠点として客観測定と継続フォローを提供することで、早期気づきと健康意識向上の双方に寄与した。本取り組みは、高齢者の健康支援が地域の次世代支援へ還元される循環型モデルとして、保険薬局が地域包括ケアの一翼として健康寿命延伸に貢献し得る実践例である。
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